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１．目的  

 コンクリート中鋼材の腐食速度を，分極曲線から求めたターフェル式を外挿することによって算出する

CIPE 法を開発した 1)，2)．しかし，本手法は実構造物の分極測定時にコンクリート表面に設置した対極から流

れる電流が直下の鋼材にどのように広がるか明確でなく，測定対象の面積が特定できなかった．そこで，コン

クリート中の鋼材を模擬するために電気的に一体化した分割鋼管を土壌中に埋設して通電を行い，各分割鋼管

に流れる電流分布を調べることで CIPE 法において対極から測定対象に流れる電流の広がりを検討した． 

 

２．試験方法 

 本試験の試験片はコンクリート中鋼材を模擬し，Φ25mmの SUS304 鋼管および SS400 鋼管（以下，SS 鋼管

と略す）をそれぞれの形状に分割したものを用いた．試験状況および対極の形状を図 1 および図 2 に，試験条

件を表 1 の左側に示す．CIPE 測定では，コンクリート表面に分極測定用の対極（h50×w100mm）を設置し，

直下の鉄筋を測定対象として通電する．そこで本試験では，図 1 のように電気的に一体化した各種鋼管を市販

の川砂中に埋設し，土壌表面に図 2 のような分極測定用対極を設置した．このときの対極および対極直下の測

定対象部の鋼管は長さ 100mm を 3 分割したものを用いた．試験条件は，コンクリート中鋼材のかぶりや表面

状態の違いが電流分布に及ぼす影響を調べるため，表 1 の左側に示すように，土壌表面からの深さや測定対象

部の材質の組み合わせで 4 種類とした．試験 No.1 および 2 では健全な表面状態の鋼材を模擬するため SUS304

鋼管を，試験 No.3 および 4 では腐食した(活性な)表面状態を模擬するため，測定対象の上部を半割 SS400 鋼

管とした．なお，土壌の抵抗率は 600Ω・m であった． 

通電電流密度は，対極直下の測定対象部の面積に対して 200mA/m2(0.517mA)相当とした．このとき，測定対

象部 A，B，C に流入した電流量を測定し，通電電流に対する割合を求め，CIPE 測定時の電流の広がり方を調

べた． 

  

  
図 1 試験状況 図 2 対極の形状 
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３．試験結果 

CIPE測定対象部に流入した電流の分布の結果を表1に示す．

埋設深さが 25mmの試験No.1およびNo.3では対極直下の各試

片に流入した電流は 0.224～0.403mA であった．これは，目標

の電流 0.517mA に対して 43.3～78.1％であった．また，これら

の試片以外に流入した電流は 0.531～0.712mA であった．一方

で，埋設深さが 45mm の試験 No.2 および No.4 の場合，対極直

下の各試片に流入した電流は 0.195～0.287mA であった．これ

は，目標の電流 0.517mA に対して 37.7～55.5％であった．また，

これらの試片以外に流入した電流は 0.756～0.944mA であった．

このように，試片の埋設深さが深い程，電流が広い範囲に広が

り，対極直下の試片に流入する電流の割合が減少した．このこ

とから，CIPE 測定時にコンクリート表面に設置した対極から

電流を流した場合，実際に対極直下の鋼材に流入する電流の割

合は低下することが分かった．さらに，各試片に流入する電流

は試験 No.3 を除き，A，B，C にほぼ均一に流入した．一方，

試験 No.3 では，流入電流値は A が最も高く，C が最も低くな

る傾向であったが，これは対極設置位置が試片の直上から

ずれたため，流入電流に偏りが生じたと考えられる．以上

のことから，CIPE 測定時の測定対象部には，ほぼ均一な

電流量が流入することが分かった． 

 対極から流出する電流の分布の結果を表 2 に示す．電流

値は概ね対極両端に位置する a および c が高く，中央部に

位置する b が最も低くなる傾向があった．これは，対極中

央部 b は，両端の対極 a および c によって電場が制限されるのに対し，両端の対極は，より電場の制限を受け

にくいために電流が広がりやすかったと考えられる．また，埋設深さが深い程，その傾向が強かった。このた

め，鋼材のかぶりが深い程，電流は広がりやすいことが考えられる． 

 

４．まとめ 

 土壌中に埋設した分割鋼管の電流分布を検討したところ，対極からの電流は，直下の測定対象部に，目標の

電流の 37.7～78.1％程度流入し，直下の各試片に流入する電流量はほぼ均一であった．この結果から，CIPE

法によって実構造物の腐食速度を測定する際は測定対象部に流入する電流の割合を考慮する必要があること

が分かった．また，このとき測定対象部に流入する電流は対極直下ではほぼ均一になるので，対極直下測定対

象のほぼ均一な分極特性を調べられることが確認できた．対極からの流出電流は電場の制限を受ける中央部が

最も少なかった．今後は，種々のモデルを作成し，有限要素法を用いて電流分布の解析を行い，適正な補正係

数を求め，実構造物における CIPE 法による測定精度を高める予定である． 
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表 1 各試片の流入電流分布 
No. 
材質 
深さ 

部位 流入電流 
(mA) 

割合 
(％) 

1 
SUS 

25mm 

A 0.294 56.7 
B 0.322 62.1 
C 0.224 43.3 

その他 0.712 ― 

2 
SUS 

45mm 

A 0.213 41.1 
B 0.196 37.8 
C 0.195 37.7 

その他 0.944 ― 

3 
SUS-SS 
25mm 

A 0.403 78.1 
B 0.320 61.9 
C 0.302 58.5 

その他 0.531 ― 

4 
SUS-SS 
45mm 

A 0.287 55.5 
B 0.267 51.7 
C 0.246 47.7 

その他 0.756 ― 

表 2 対極の流出電流分布 

試験
No. 

流出電流(目標電流:0.517mA) 
(mA) 

a b c 
1 0.587(13.5) 0.517 0.450(-11.5) 
2 0.563(54.7) 0.364 0.633(63.3) 
3 0.495(9.0) 0.454 0.610(31.5) 
4 0.556(51.9) 0.366 0.637(48.9) 

※()内は対極中央部に対する増減率(％) 
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